















































































































































instruere ） ことを意味する（尸は、陳なり） 。































spiritus ） や霊魂 （
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解釈において、キリスト教思想における個体的な霊魂観と中国思想 ける気としての霊魂観の差異が、儒教をキリスト教教義と矛盾せずに説明する め 要となっていることである。　
井川 （二〇一一） はノエルがこれらの矛盾を解決するため
にアウラの思想を持ち出したことを論じた。　
これに対し本論文では、ノエルはむしろこうした矛盾を
積極的に利用することで、中国の祭祀に効率的にキリスト教的な解釈を当てはめている様子が明らか なったように思われる。　
今後はノエルの『中華帝国の六古典』やクプレの著作を
比較しつつ、霊魂観につい の調査を多角的な方面 ら進めていきたい。参考文献井川義次「鬼神とアウラ―ノエル『中国哲学三論』におけ
る中国の霊魂観・祭祀観―」 『中国文化』第六九号
　
二〇
一一井川義次『宋学の西遷』人文書院
　
二〇〇九
潘鳳娟「清初耶穌會士衛方済的人罪説與聖治論」 『新史學』二三巻
　
二〇一二
　
注
（
1）フランソワ・ノエル （一六五一
－ 一七二九）
　
中国名、衛方
済
　
イエズス会士。一六八五年以降、中国布教に従事する傍
ら多くの著述によって中国事情や文化、学問をヨーロッパに紹介した。そこには儒教に親和的なイエズス会の布教方針を弁護する目的もあった。とりわけ『中華帝国の六古典』は儒教の主要古典をラテン語 翻訳し初めてヨーロッパに紹介したという点で画期 で
（
2） 『中国哲学三論』一七一一年初版。上記の『中華帝国の六古典』も初版は同年 ある。本書は
goooglebooks
所載の初版本
に拠った。
（
3）井川義次「鬼神 アウラ―ノエル『中国哲学三論』における中国の霊魂観・祭祀観―」 『中国文化』第六九号
　
二〇一一
（
4）原文“
D
eC
erem
oniisSinarum
ergaD
efunctos ”
（
5）井川氏によれば、 『四書直解』を初めとする張居正の著作は朱子学の強い影響下にあるが、とりわけ鬼神論に関しては鬼
 
（63）
神を単なる陰陽の気の離合集散と見なす朱子学の伝統的立場を退けて、より能動的で人格神的な性格を強調したことから、キリスト教に親和的であるとして宣教師に注目された。
（
6）この部分について、ノエルは「廃此札」を「礼が廃 」と解釈しているが、本来は「祭祀者が未成年の場合はこの礼を行わない」という意味であり、一種 誤訳が認められる。

（筑波大学大学院）
